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１．はじめに  

 新潟県の信濃川・阿賀野川流域・日本海沿岸等に定期市(六斎市等:中世がその成立の起源といわれる)が多

数存在する。特に水運・海運の港のあった在郷町や湊町に多数存在する。六斎市は近代まで全国に存在したが、

現在では新潟県・秋田県・愛知県等一部地域だけで、多数存在するのは新潟県のみであり、一部調査はなされ

ているが 1)2)、近年六斎市に関する全体的調査は実施されていない。出店者も高齢化し、大型商業施設の進出

等のため、現在のうちに記録に残すことが急務である。 

このため、本研究では、新潟の独特遺産である定期市について、今回県内の現状等の悉皆調査を実施し、新

潟地域における定期市の現状・課題・水運との関係を明らかにし、将来に向けての考察を実施した。 

２．全国における定期市の現状  

全国的に見て新潟地域が定期市の集中地域であることを明らかにするために既往の研究 1)を元に改めてweb

上で定期市について調査した。その結果改めて、新潟県、秋田県、愛知県が六斎市等定期市の多数現存する地

域であることがわかった。しかし秋田県については、既往研究の 44 箇所のうち 22 箇所しか確認できなかっ

た。現地調査を令和 3 年 8 月、秋田県増田町の六斎市に実際に調査したが、出店者の減少が大きな課題という

ことであった。 

３．新潟地域における定期市現状調査 

(1)調査手法と手順 

全国的に最も定期市が集中している新潟地域について定期市の現状調査を実施した。 

令和 3 年 7 月から 9 月にかけて調査票による調査を既往調査 1)におけるリストから 69 箇所の定期市につい

て実施した。筆者の所属する NPO 新潟みなとクラブ内に設置した実行委員会において以下の手順で実施した。 

(①調査票の検討→②みなとクラブ会員による各定期市

の調査票連絡先確認及び調査票送信→③調査票回収お

よび集計→④秋田県現地調査を受けた追加調査実施) 

(2)調査項目 

調査票による調査項目は表-1の通りである。特に出店者

数と課題、新たな取り組みに注目し作成した。  

４．調査結果とその分析 

(1)調査対象と集計対象 

調査対象は全体で 69 カ所、うち回答のあった市は全体 61 カ所、そのうち定期市 54 カ所、さらに六斎市 40

カ所あることがわかった。これら 3 通りで集計分析した。調査票調査の詳細は報告書を参照されたい。3) 

(2)六斎市調査のまとめ 

既往の論文での調査結果、過去の調査結果、今回調査結果により、出店者数の推移の分析、水運との関係の

再整理、便利ツールの検討を行った。 

◯定期市・六斎市数の推移 

 過去の調査と比較し、廃止もしくは不明の市は、定期市で 9 カ所、六斎市で 7 カ所と 2 割近くが廃止されて

いる状況にあり定期市自体の存続がかなり厳しい状況である。沼垂、沢海、和納など江戸時代からの六斎市が

消滅している。佐渡の定期市においても廃止の市もある。小さい集落の市の廃止も見られる。 

表－1 調査票の調査項目 

調査票調査項目 
質問 2-① 定期市の種類 
質問 2-② 開市時間 
質問 3 開市場所 (追加質問で場所の選択肢を提示) 
質問 4 管理者形態 
質問 5 ①登録店数 ②平均出店者数 ③出店者増減 
質問 6 販売品目、商品の特徴 
質問 7 ①1 回あたりの来客数、②来客数増減 
質問 8 ①課題、②新たな取り組み 
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◯出店者数の推移 

出店者数は、表-2 に示す年次に

ついて過去の調査データがあるの

でそれらを利用し、今回新たに令

和 3 年度現在のデータを付け加え

た。六斎市出店者数域の六斎市箇

所数が全体に占める割合の推移を

図-1 に示す。出店者数の減少が著

しい。出店者数が、昭和 50 年までは 100

件以上が 6 割を超えていたが、昭和 61 年

以降減少し、今回の調査では皆無となっ

た。10 件以下の割合が、今回初めて確認

され 3 割を超えた。 

◯水運との関係 

定期市・六斎市と水運との関係は表-3

の通りである。六斎市においては、すべ

て河川沿いであり水運との関係が強く、

かつ江戸自体以前の割合が 7 割近くであ

り、新潟市内はすべて江戸時代以前の市

であることがわかる。 

◯活性化への取り組み 

六斎市等定期市においても定期市活性化への取

り組みが半数の市でなされていることは注目に値

する。特に、従来の定期市が毎年の登録制が基本で

ある中、登録外の者が出店を行っている｢三条マル

シェ｣や｢葛塚市｣の取り組みは、六斎市等定期市の

そもそもの形態を大きく変える要素を含んでいる。 

５．定期市の将来に関する考察  

今回の新潟地域における定期市の現況調査により、出店者数の激減

が明らかになった。原因としては、今回の調査でも課題となっている

が、出店者の高齢化が挙げられる。葛塚、松浜の六斎市の出店者の年

齢分布を表-4に示す。高齢化が進み今後の市の成立が危ぶまれる。ま

た図-1の出店者数が 10 件未満の 13 市(33%)は市の消滅が危惧される。

また出店者の減少とともに来市者の減少も大きな問題である。 

６．まとめ  

今回、約 30 年ぶりに新潟地域の定期市に関する現況調査を実施した。その結果、出店者数の減少など大き

な問題に直面していることがわかった。歴史ある定期市は新潟の独特遺産であるのでぜひとも今後とも継続

するとともに、単なる経済活動できなく文化遺産として、地域振興に資する施策を提案していきたい。なお、

この調査は令和 3 年度(一社)北陸地域づくり協会の「北陸地域の活性化」に関する研究助成を受けている。 
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地域 全体 六斎市

箇所 箇所 箇所 割合 箇所 割合 割合 箇所 割合

新潟 14 13 14 100% 14 100% 13 100% 11 85%
下越 15 13 15 100% 14 93% 13 100% 8 62%
中越 12 10 11 92% 11 100% 10 100% 7 70%
上越 5 4 5 100% 5 100% 4 100% 1 25%
佐渡 8 0 8 100% 2 25% 0 0% 0 0%

54 40 53 98% 46 87% 40 100% 27 68%

100-75% 74-50% 49-25%

(河川＋海)/全体 河川／(河川＋海) 河川/六斎市 （江戸以前＋江戸）／六斎市

表－3 定期市・六斎市と水運との関係

 

図-1 出店者数域の六斎市箇所数が全体に占める割合の推移 
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表－2 出店者数の年次と出典 

年次 出店者数の出典 
大正 5 年 新潟県統計書（大正５年）（「越後佐渡の定期市（新潟県教育委員

会 S52.3.31)）  
昭和 44 年 定期市の研究 石原潤 1987 名古屋大学出版会 
昭和 50 年 「越後佐渡の定期市（新潟県教育委員会 S52.3.31)」おける出店数

昭和 61 年 「新潟県における定期市場網の地域的差異-市場行動の分析を通

して-」1989 年 岡村治  人文地理 第 41 巻第 3 号 
平成 20 年 「越佐みなと通信」 において取材された出店数（H19-20） 
令和 3 年 R3 新潟みなとクラブ調査 今回調査 

表－4 市場出店登録者年齢調査 

 
単位:人   出典:新潟市北区役所


